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１１１１．．．．研究計画研究計画研究計画研究計画のののの概要概要概要概要    
本研究は、主としてチンパンジーを対象に、

その「思春期から青年期に到る時期」、すな
わち「子どもからおとなになる過程（8 歳か
ら 12 歳の時期）」での認知発達に焦点をあ
てた研究をおこない、その心の発達の全体像
を描き出すことを目的とした。 
チンパンジーの子どもを母親から隔離せ

ず、なかまと集団生活する個体を主な研究対
象とする「参与観察法」と呼ぶ新たな研究法
をもちいる。また、野生チンパンジーの生態
と行動の研究も同時並行し、実験研究と野外
研究、観察と実験という手法を融合した新た
なアプローチをめざした。 
研究対象は、霊長類研究所の 1 群 14 個体

（9歳から 43 歳までの 3世代）と、アフリカ・
ギニアのボッソウの野生群 13 個体（0歳から
約 50 歳までの 3 世代）を主対象にした。ま
た京都市動物園と東山動物園とソウル動物
園で暮らすチンパンジー集団も対象とした。 
下記の 3 つの実験場面を確立した。１）社

会的場面：複数個体を対象とした競合あるい
は共同作業の検討。２）対面検査場面：人間
と同様な対面検査の実施。３）個体学習場
面：1 個体のみを対象とした「タッチパネル
付きコンピュータをもちいた学習の解析、で
ある。さらに、個体学習場面と社会的場面を
融合して、2台のコンピュータを連動させ、2
人のチンパンジーが協力する課題を設定す
る。こうした場面を通じて、人間の認知発達
の霊長類的基盤を科学的に明らかにする研
究計画である。 
なお、こうした人間の認知発達の霊長類的

基盤を探るには、最も近縁なチンパンジーの
研究が必須だが、それ以外の多様な霊長類に
も目配りした総合的な研究を目指した。 

２２２２．．．．研究研究研究研究のののの進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況    
研究の進捗状況として、まずチンパンジー

を対象にした研究について述べる。京都大学
霊長類研究所の 1 群 14 個体 3 世代を対象と
した研究が主体である。研究テーマを以下の
3 つに大別した。１）認知発達の基盤となる
感覚・知覚・情動、記憶、物理的因果の認識、
２）表象や概念や階層的認知、３）「他者の
心の理解」や協力など社会的知性の研究であ
る。チンパンジーには人間より優れた直観像
記憶があることを示した。またアイトラッカ
ーをもちいて、チンパンジーの注視点の停留
が人間と決定的に異なることも示した。 
アフリカ・ギニアのボッソウの野生群 13

個体 3世代では、野外実験と行動観察を組み
合わせて、自然の生息地にすむ野生チンパン
ジーを対象にしたフィールドワークを実施
した。ここでは、親子関係と道具使用などに
みられる認知発達を解明できた。また祖母に
社会的役割があることを新たに発見した。 
また新たに、コンゴ盆地にすむ野生ボノボ

の研究を開始した。チンパンジー属にはじつ
は 2種類がいる。ちょうど人類で言えばサピ
エンス人とネアンデルタール人の関係が、チ
ンパンジーとボノボの関係と同じである。つ
まりチンパンジー属は 1属 2種が同時に生き
ている。したがって、人間の本性の基盤を知
るにはチンパンジーの別種であるボノボの
研究が重要になる。そういう意味で、野生ボ
ノボ研究に着手できたことは大きな意義を
将来的にもつだろう。 
なお、人間の認知発達の霊長類的基盤をさ

らに広範に探るために、テナガザル、ニホン
ザル、新世界ザル、さらにはイルカ類を対象
にした種間比較を通じて思考と学習の進化
研究をおこなった。 
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３３３３．．．．現在現在現在現在までのまでのまでのまでの達成度達成度達成度達成度    
 ①当初の計画以上に進展している。 
当初の計画以上といえる何よりも明白な

研究の進展が２つある。第１に、チンパンジ
ーのほうが人間よりも優れている認知課題
を発見したことである。一瞬だけ見たものを
記憶する能力では、チンパンジーの子どもの
ほうが人間のおとなより優れている。これま
で、すべての認知課題において、人間はそれ
以外の動物より優れていると素朴に信じら
れてきたが、そうではないことがわかった。
その一方で、チンパンジーには、象徴・表象・
言語の機能が著しく獲得困難なこともわか
った。このように、人間とチンパンジーには
多くの類似点があるにもかかわらず、重大な
相違があることも明らかになった。 
第２の進展は、ボノボ研究の展開である。

人間の知性の進化的基盤を探るうえで、これ
までほとんど手のついていない野生ボノボ
の研究は必須である。コンゴ盆地の奥深くの
森にすむ彼らの行動とその発達についての
研究に着手し、食物分配の寛容性や、地下の
キノコ類を食べる特異な習性、集団間の平和
的共存の実態などを明らかにしつつある。 
 

４４４４．．．．今後今後今後今後のののの研究研究研究研究のののの推進方策推進方策推進方策推進方策    
 チンパンジーの野外研究と実験室研究を
融合させた全体的なアプローチをこれから
も継続発展させる。新たに着手したチンパン
ジーの別種である野生ボノボの認知発達研
究をさらに展開する。 
 
５５５５....    代表的代表的代表的代表的なななな研究成果研究成果研究成果研究成果    
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） すべて査読のある国際学術誌 
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